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報告内容報告内容

• 観測概要

デ タと 比較• JCOPEデータとの比較

流れの分類• 流れの分類

まとめ• まとめ



観測海域（大域）



観測海域（大域）



海洋レーダ観測海域



海洋レーダ観測海洋レーダ観測

• レーダ周波数：２４ ５MHｚ• レ ダ周波数：２４．５MHｚ

• レーダ設置点A：２４度２７分１９秒、１２４度１３分２４秒

ダ設置点 度 分 秒 度 分 秒• レーダ設置点B：２４度２１分５５秒、１２４度５６分１５秒

• 観測期間：２００５年８月２２日から１０月２日観測期間 年 月 月

• 観測間隔：１時間ごと



観測期間の風（石垣）観測期間の風（石垣）



観測例観測例



観測期間平均海流観測期間平均海流



観測期間平均海流観測期間平均海流



JCOPE等深線図等深線図

×：陸地
●：格子点
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JCOPEの例JCOPEの例



JCOPE海洋レーダ観測期間平均



JCOPE（左）とHF（右）の比較（２日平均）JCOPE（左）とHF（右）の比較（２日平均）



JCOPE（左）とHF（右）の比較（２日平均）JCOPE（左）とHF（右）の比較（２日平均）



平均の比較（左：JCOPE 右：HF）平均の比較（左：JCOPE、右：HF）



海洋レーダとJCOPEの相関（等値線）
（左 東西成分 右 南北成分）と（左：東西成分、右：南北成分）と、

平均（ベクトル、左：海洋レーダ、右：JCOPE）

東西成分：0.33, 南北成分：-0.08



海洋レーダとJCOPEのrms差（等値線）海洋レ ダとJCOPEのrms差（等値線）
（左：東西成分、右：南北成分）と、

平均（ベクトル 左：海洋レーダ 右：JCOPE）平均（ベクトル、左：海洋レ ダ、右：JCOPE）

東西成分：19.8 cm/s, 南北成分：21.8cm/s



流れのパターンの分類流れのパターンの分類

• 人の目によって行う

• 計算機によって行う。



流れのパターンの分類流れのパターンの分類

• 人の目によって行う

• 計算機によって行う。

自己組織化マップ（SOM）による分類自己組織化マップ（SOM）による分類



SOMの手順

データ
2次元流速の場合、21 3 2次元流速の場合、
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SOMの手順

• 以下の手順の計算を、全ての時刻のデータ
について行う。

• 時刻1のデータから、この手順の計算を繰り
返す返す。



SOMの手順

• 以下の手順の計算を、全ての時刻のデータ
について行う。

• 時刻1のデータから、この手順の計算を繰り
返す返す。

3×４通りのパターン(Unit)に分類

各時刻のデ タがどのパタ ンに類似して各時刻のデータがどのパターンに類似して
いるかを決定(Best Matching Unit, BMU) 



SOMの計算手順
1 N次元の重みベクトル（参照ベクトル）m (i 1 KL)1. N次元の重みベクトル（参照ベクトル）mi (i=1,...,KL)

を乱数によって初期化。

2 l 0 (繰り返し回数)にする2. l=0 (繰り返し回数)にする。

3. k=1(時系列番号)にする。

勝者 ト4. 勝者ユニット( best matching unit (BMU)), i=c=ck

(1≦ c ≦ KL)を次のようにして見つける。

5. 重みベクトル（参照ベクトル） miを更新。

6. 時系列番号kを更新

後7. 時系列の最後まで4から繰り返す。

Nは1回の時刻での観測個数 (例えば (u v) が観測データならNは1回の時刻での観測個数 (例えば, (u,v) が観測デ タなら、
Nは観測点個数の2倍), i :ユニット番号.

xk: 時系列kにおける観測データでN次元のベクトル



SOMの計算手順

7. 時系列が最後ならば、繰り返し数lを更新。

8 l ≦ Tならば 3から繰り返す (最大繰り返し8. l ≦ Tならば,3から繰り返す (最大繰り返し
数T: トレーニング長)。

学習率係数

9. もし lがTを越えたら、繰り返しは終了。

学習率係数α:

近傍関数hic :

dci: ユニット番号 c と iの距離。
近傍半径 σl: 繰り返し数lについて、減少関数:

K=3, L=4, σa=3, σb=1



日平均海流にSOMを適日平均海流にSOMを適

用し １２通りのパターン用し、１２通りのパターン
に分類に分類



重みベクトル
（HF）



BMUの時系列BMUの時系列



ユニット１のパターン



BMU＝１の時の流れBMU＝１の時の流れ



ユニット３のパターンユニット３のパターン



BMU＝3の時の流れBMU＝3の時の流れ



ユニット１０のパタ ンユニット１０のパターン



BMU＝１０の時の流れBMU＝１０の時の流れ



平均（左）と類似したユニット平均（左）と類似したユニット









重みベクトル
（JCOPE）





ユニット１０のパターンとBMU=10
場合 流れ（ ）の場合の流れ（JCOPE）



HF

BMUの比較（上：HF 下：JCOPE）

JCOPE

BMUの比較（上：HF、下：JCOPE）



まとめ

• 観測データの平均観測デ タの平均

 観測海域の沖側では、北東向き。

岸側 は時計回り 渦が観測 岸側では時計回りの渦が観測。

• JCOPEとの比較JCOPEとの比較

 JCOPEと海洋レーダ流速の差は、東
成分 べ 南北成分 方が大き西成分に比べて、南北成分の方が大き

い。。



まとめ

• SOMによる分類SO による分類

日平均流速ベクトルは主として３パター
ンに分類ンに分類。

風の変化と日平均流速ベクトルパターン風の変化と日平均流速 クトル タ ン
の変化は対応。

期間平均に類似したパタ ンは少ない期間平均に類似したパターンは少ない
（時計回りの渦の位置が異なる）。

JCOPEとの対応は不明確。

• 遠距離海洋レ ダデ タとの対応• 遠距離海洋レーダデータとの対応



終わり終わり


